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information
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photo 　活きのいいサケつかまえた！（第 30 回産業まつり・サケのつかみ取り）
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第 38 回 村民文化祭
文化と芸能の祭典が一堂に

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ　Ｔｏｐｉｃｓ

　

文
化
と
芸
能
の
祭
典
が
一
堂
に
集

結
す
る
第
38
回
村
民
文
化
祭
が
11
月

１
日
と
２
日
の
２
日
間
、
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
村
内
の
幼
稚
園
と
小

中
高
の
児
童
生
徒
た
ち
に
よ
る
音
楽

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
駆
け
て
『
２
０
１
３

六
ヶ
所
村
子
ど
も
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
』（
六
ヶ
所
村
図
書
館
協
議
会

主
催
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
水
木

恵
一
同
協
議
会
委
員
長
（
第
一
中
学

校
長
）
か
ら
最
優
秀
賞
受
賞
者
４
人

に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
会
で
は
、
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
園
児
に
よ
る
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
や

第
一
中
生
徒
の
筝こ

と

演
奏
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
生
涯
学
習
講
演
会
が
行

わ
れ
、
俳
優
の
大
和
田
伸
也
さ
ん
が

『
夢
と
情
熱
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
し
た
。
大
和
田
さ
ん
は
声
優
と
し

て
も
活
躍
し
て
お
り
、
ア
ニ
メ
映
画

の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
朗
読
で
披
露
。
会

場
の
隅
々
ま
で
よ
く
通
る
声
に
、
大

勢
の
来
場
者
は
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、

合
唱
や
弦
楽
奏
、
舞
踊
、
バ
レ
エ
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な

催
し
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
エ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
揮
す
る
姿
に
、
会
場
か
ら

盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

健
康
展
で
は
、
毎
年
好
評
の
試
食

会
が
行
わ
れ
、
煮
干
し
だ
し
の
減
塩

み
そ
汁
や
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
が
入
っ
た

白
麻
婆
豆
腐
な
ど
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

に
来
場
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
作
品
展
示
会
場
に
『
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
』
と
『
図
書
館
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
が
新
た
に
開
設
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

キ
ン
グ
や
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

が
行
わ
れ
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
自
分
好

み
の
物
が
作
れ
る
と
あ
り
、
親
子
連

れ
や
子
ど
も
た
ち
に
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

か
る
た
や
折
り
紙
教
室

が
開
催
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
一
中
生
と
六

高
生
が
読
み
聞
か
せ
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
が
始
ま
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
自
然
と
集

ま
り
、
真
剣
な
表
情
で
絵
本
の
世
界

へ
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

折
り
紙
教
室
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自

分
で
作
っ
た
リ
ボ
ン
や
腕
時
計
な
ど

を
身
に
着
け
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

初めて文化祭に来ました。

3_ 茶道体験では、お手伝いする男の子に思わず
笑顔　4_ 芸能発表会で優雅に、かわいらしく踊
る春日井バレエダンスギャラリー

1_ 音楽発表会でよさこい
『よっちょれ』を披露する

尾駮小。ステージはもちろ
ん、舞台袖や会場通路も舞
台となり会場はよさこい一
色に染まった　2_ 健康展
は『心の健康づくり』を
テーマに、健康相談やボ
ディチェックコーナーなど
を設置。自分の健康を見直
すきっかけ作りに

かるたを楽しむ子どもたち

髙野 勇作さん
（野辺地町）

緊張したけど頑張りました。

図書館フェスティバルでボラン
ティアをした４人。「人前で話す
のは緊張したけど、楽しかった」
と話していました。

夏休み明けから練習を重ねてきた一
中の総合文化部。「緊張した」「でも自
分たちが練習していた時よりうまく
できた」と話す２人。文化祭には茶道
体験や健康展を楽しみに来ています。

（左から）松野 琢磨くん（六高）、
髙橋 美波さん（一中）、中村 美穂
さん（六高）、小泉 明香里さん（六高）

寺沢 亜紀さん（一中 総合文化部部長）

尾ヶ瀬 凜花さん（副部長）
相羽 信行さん、有希子さん

（尾駮地区）

１

２

３

５

5・6_ 大 人 気 の
スクラップブッ
キング作りとア
ロマキャンドル
作り

６

４

（左から）佐々木 真那さん（第二中２年）、沼
山 夏芽さん（南小５年）、下栃棚 大河くん（泊
小４年）、松尾 怜くん（尾駮小１年）

≪読書感想文コンクール最優秀賞受賞者≫

健康展などを興味深く見ていた
相羽さん夫婦。「文化祭を見る
のは初めてなのですが、知り合
いの子がバレエに出ると聞いて
楽しみに来ました」

産業まつりも見てきたという髙
野さん。「文化祭は初めてです
が、六ヶ所には親戚がいるので
催し物などを見るために寄りま
した」
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Ｐｉｃｋ　Ｕｐ　Ｔｏｐｉｃｓ

　

第
30
回
ろ
っ
か
し
ょ
産
業
ま
つ
り

が
11
月
２
～
３
日
の
２
日
間
、
尾
駮

漁
港
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
来
場
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
を
飾
っ
た

の
は
、
泊
大
漁
連
と
横
浜
町
「
菜
の

花
組
」
の
コ
ラ
ボ
よ
さ
こ
い
と
チ
ー

ム
ミ
ュ
ー
フ
ォ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ス
。

よ
さ
こ
い
で
は
横
浜
町
の
野
坂
充
町

長
が
口
上
で
参
加
す
る
一
場
面
も
あ

り
、
会
場
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

村
で
獲
れ
た
農
・
海
産
物
や
加
工

品
な
ど
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
に
は
37

も
の
店
が
並
び
、
来
場
者
た
ち
は
そ

ば
や
イ
ク
ラ
丼
、
サ
ケ
汁
な
ど
秋
の

味
覚
を
堪
能
。
農
協
の
販
売
す
る
新

鮮
な
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
イ

ベ
ン
ト
に
招
待
さ
れ
た
横
浜
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
菜
の
花
ト
ラ
ス
ト
in
横
浜

町
は
、
菜
の
花
を
使
っ
た
商
品
を
Ｐ

Ｒ
し
て
ブ
ー
ス
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
牛
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

は
、
仲
間
で
鉄
板
を
囲
み
な
が
ら

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
人
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
行
わ
れ
た
産
業
ま
つ
り
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ケ
の
つ
か
み
取

り
」。
昨
年
度
は
不
漁
の
た
め
活
魚

の
つ
か
み
取
り
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
参
加
者
た

ち
は
い
ず
れ
も
気
合
十
分
。
ス
タ
ー

ト
の
合
図
と
共
に
水
し
ぶ
き
を
上

げ
、
い
け
す
の
中
を
泳
ぐ
サ
ケ
を
つ

か
ま
え
る
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ビ
タ
ッ
と
飲
ん

で
六
趣
、ミ
ル
ク
で
乾
杯
！
」や
チ
ャ

ボ
＆
飛
鳶
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
Ｒ
ｏ

ｃ
ｋ
趣
～
Ｓ
＆
ア
イ
ボ
リ
ー
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
鮮
な
農
・
海
産
物
を
競
り
方
式

で
お
得
に
買
え
る
「
ふ
る
さ
と
新
鮮

市
」
で
は
、
来
場
者
が
鮮
魚
や
ナ
ガ

イ
モ
な
ど
欲
し
い
物
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

　
「
つ
り
吉
三
平
に
挑
戦
」
ブ
ー
ス
で

は
、
来
場
者
が
釣
竿
を
巧
み
に
操
り

い
け
す
の
ヒ
ラ
メ
を
釣
り
上
げ
て
手

軽
な
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
東
北
馬
力
大
会
や
環

境
研
に
よ
る
「
理
科
教
室
」
な
ど
特

別
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。「
理
科
教
室
」

で
は
、
缶
バ
ッ
チ
作
り
や
色
と
り
ど

り
の
イ
ク
ラ
を
作
る
実
験
な
ど
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
実
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

産
業
ま
つ
り
、
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

は
全
員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。
来
場

者
た
ち
は
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
見
比
べ

な
が
ら
、
ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

力 強 い サ ケ に 負 け ず
捕 ま え て い た 理 史 く
ん。「毎年つかみ取り
を 楽 し み に 来 て い ま
す。 サ ケ は イ ク ラ や
ち ゃ ん ち ゃ ん 焼 き を
して味わいたいです」

三浦 真子さん
理史くん

（野辺地町）

馬力大会が楽しみで、
県 内 外 の 大 会 に も 足
を 運 ぶ と い う 竹 内 さ
ん。「馬は小さい頃か
ら 触 れ 合 っ て い る か
ら 好 き だ し、 趣 味 み
たいなもの」と笑顔。

竹内 春治さん
（三沢市）

毎年埼玉県から日本各
地を旅して一年の締め
くくりに六ヶ所へ。「催
し物も楽しいけど、こ
の イ ベ ン ト で 友 達 に
なった人たちに会うの
が一番の楽しみです」

中村 千昭さん
タヘ子さん

（埼玉県）

普段はなかなか会えな
いと話す３人。馬力大
会を見たりサケを買っ
たり、戸鎖そばを堪能
したり ･･･ 仲良く祭り
を満喫していました。

（左から）
本間 輝栄さん、沼山 清見

さん、向井 萬蔵さん
（東北町）11 月２日、六ヶ所村赤十字奉仕団が炊き

出し実演と共に赤十字ＰＲ活動、東日本
大震災義援金活動を実施しました。
　来場者の皆さまからは、合計 21,630 円
が義援金として寄せられました。お預か
りした義援金は、日本赤十字社六ヶ所村
分区を通じて被災者へ送られます。
　ご協力ありがとうございました。

　  善意の心に感謝します

1_ み ど り の 少 年 団 に よ る 募 金 活 動、2_
ロ ク ジ ロ ー と メ ジ ロ ち ゃ ん は 子 ど も た ち
に 大 人 気、3_ 泊 大 漁 連 と 横 浜 町 の 菜 の 花
組 に よ る よ さ こ い、4_ 飲 み す ぎ な い よ う
に 慎 重 に …（ ビ タ っ と 飲 ん で ミ ル ク で 乾
杯！）、5_ 大 き な サ ケ つ か ん だ よ、6_ 力
強 い 走 り を 見 せ る 東 北 馬 力 大 会、7_ 牛 肉
バ ー ベ キ ュ ー で は お い し い 肉 に 舌 鼓、8_
バ ン ド 演 奏 で は 美 声 を 披 露、9_ ふ る さ と
新鮮市、10_ 景品がいっぱいビンゴ大会

11_ つかんだ腕から飛び跳ねる程、活きのいいサケがいっぱい（サケのつかみ取り）

10

４５６

７

８

９

11

１

２

３

い
き
い
き
溢
れ
る
秋
ま
つ
り

　
　
第
30
回
ろ
っ
か
し
ょ
産
業
ま
つ
り
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設立祝い、会員の親睦深める
村ゴルフ協会設立記念ゴルフコンペ

　六ヶ所村ゴルフ協会（小林昭男会長）の設立を記念したゴル
フコンペが 11 月 10 日、下北スリーハンドレッドゴルフクラ
ブで開催されました。
　当日はあいにくの悪天候のため、ハーフで打ち切りとなりま
したが、瀬川恵一さん（泊地区）が実力を発揮し、初代チャン
ピオンに輝きました。また、同コンペの参加者から村の社会福
祉協議会へ、現金３万円が寄付されました。
　同協会では、来年度以降も継続してコンペや技術講習会を開
催する予定です。

《結果は次の通り（地区）》優勝　瀬川恵一（泊）▲準優勝　福
舘正美（尾駮）▲第３位　木村常紀（尾駮）▲ベストグロス賞
　中村毅樹（千歳平）

癒されながら風邪予防を
平成 25 年度リフレッシュセミナー

　リフレッシュセミナー「アロマでリフレッシュ　風邪予防も
しちゃおう！」が 10 月 28 日、中央公民館で行われ、参加者
11 人が香りを楽しみながらアロマの知識を深めました。
　アロマテラピーインストラクターの水戸志乃さんを講師に迎
え、精油を使った抗菌ジェルとスプレー作りを体験しました。
　参加者たちは、精油の効果や効能について説明を受けた後、
殺菌・抗ウイルス作用のあるラベンダーやティートリーなど５
つの精油を嗅ぎ比べながら好きな香りを組み合わせて、オリジ
ナルのジェルとスプレー作りを楽しんでいました。
　参加した金谷弘美さんは「好きな香りを探したり、調合でき
て楽しかった。自宅でもスプレーを作ってみたい」と満足そう
に話していました。講師から精油の効能を学ぶ参加者

自分に期待してほしい
齋藤春香さん泊中進路講話会の講師に

　泊中学校（小山田晋弘校長、生徒 114 人）の進路講話会が、
10 月 25 日に行われ、弘前市出身のソフトボール選手で前日本
代表監督の齋藤春香さんが講演をしました。
　齋藤さんは、2008 年北京オリンピックで監督を務めた際、
悲願の優勝を果たした試合 VTR を紹介。その時の試合球を会
場の全員に触らせて金メダルの感動を伝えました。そして「自
分に期待すること。いつでもできることに気づいてほしい」と
生徒たちに熱く語りました。実技指導では、野球部員たちの
バッティングフォームに齋藤さんがアドバイス。指導を受けた
3 年の橋本孔明君は「高校に行っても野球を続けたい。今まで
以上に頑張ります」と笑顔で話していました。
　同講話会は、生徒たちに働く意義を考えてもらうため、進路指
導部の授業の一環として毎年さまざまな職業の方を招いています。

齋藤さんにバッティングフォームを見てもらう野球部員たち

小林会長㊨から優勝杯を受け取る優勝者の瀬川さん㊧

Rokkasho Topics
Ｐｉｃｋ　Ｕｐ　Ｔｏｐｉｃｓ

　戸鎖・室ノ久保・千樽の３地区を対象とした地震・津波避難
訓練が 10 月 26 日、同地区で初めて行われ、住民や関係機関
など約 200 人が参加しました。
　今回の訓練は『青森県東方沖を震源とする地震により、村で
震度６弱の地震が発生。太平洋沿岸や鷹架沼西岸で津波の浸水
被害が起きた』ことを想定し行われました。
　地震発生時刻の９時 30 分、村では六ヶ所村災害対策本部を
立ち上げ、すぐに大津波警報のサイレンを鳴らし地区住民に避
難を指示。さらに防災告知端末（テレビ電話）やエリアメール
で情報を送り、避難を呼び掛けました。関係機関による訓練で
は、野辺地警察署が県道 25 号東北横浜線の交通規制を実施。
六ヶ所消防署と六ヶ所村消防団は要援護者の搬送や避難誘導を
行い、地震発生とともに団員たちが、徒歩で住民たちへ避難を
呼び掛けながら各避難所へ誘導しました。
　３地区の住民たち約 100 人は、それぞれ戸鎖地区児童厚生施
設、室ノ久保地区学習等供用センター、千樽集会所へ徒歩で避
難。避難所では炊き出しが行われ、各地区婦人会員たちが非常
用保存食（アルファ米の炊き込みご飯）を手際良く作り、避難
者に配布しました。訓練に参加していた室ノ久保地区の沼山せ
つさんは「今日保健師さんの話を聞いて、普段から飲んでいる
薬などを持ち出せるように備えようと思った」と、室ノ久保自
治会長の沼尾隆紀さんは「訓練したことで何が必要なのか再確
認できた。地区の会合で非常用持出袋の大切さを呼び掛けるな
どして訓練を活かしていきたい」と防災意識を高めていました。

1_ 消防団が要援護者を避難所へ搬送、2_ 保健師の健康
チェックを受ける避難者（室ノ久保）、3_ 村災害対策本
部で情報収集にあたる各機能班（災対本部）、4_ 婦人会
による炊き出し訓練。水を入れるだけで炊き上がるアル
ファ米の炊き込みご飯はおいしいと評判（戸鎖）、5_ 室
ノ久保地区学習等供用センターへ避難してきた住民たち

迅速な避難、日々の積み重ねで
平成 25 年度 地震・津波避難訓練を実施

１

２

３

４

５
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International Exchange国際交流

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

◇
国
際
交
流

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

　交番だよりSafety Information

　

青
森
県
警
察
で
は
、
12
月

１
日
日
～
26
年
１
月
３
日
金

ま
で
の
間
「
年
末
年
始
特
別

警
戒
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
何
か
と
慌

た
だ
し
く
、
心
に
ゆ
と
り
が

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の

た
め
、
心
の
隙
を
狙
わ
れ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
犯

罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
強
盗
対
策

　

年
末
は
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど

を
対
象
と
す
る
強
盗
事
件
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
店

舗
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
①
防

犯
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
な
ど
防

犯
設
備
の
整
備
・
点
検
、
②

強
盗
模
擬
訓
練
の
実
施
、
③

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
設

置
、
④
お
客
さ
ま
へ
の
積
極

的
な
声
掛
け
、
⑤
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
お
け

る
深
夜
時
間
帯
の
複
数
勤
務

体
制
―
な
ど
を
心
掛
け
、
防

犯
体
制
を
一
層
強
化
し
ま

し
ょ
う
。

■
ひ
っ
た
く
り
対
策

　

夜
間
、
通
行
す
る
際
に
は

な
る
べ
く
明
る
く
人
通
り
が

多
い
道
路
を
通
行
し
、
バ
ッ

ク
な
ど
は
車
道
と
反
対
側
に

持
ち
、
周
囲
を
十
分
に
警
戒

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
、
メ
ー
ル
を
し

な
が
ら
歩
く
こ
と
は
危
険
で

す
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

■
侵
入
窃
盗
対
策

　

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

窃
盗
の
特
徴
と
し
て
、
被
害

者
の
約
８
割
が
鍵
を
か
け
な

い
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

■
車
上
狙
い
・
自
動
車
盗
対

策
　

車
両
か
ら
離
れ
る
際
は
、

短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
車
内

に
バ
ッ
グ
や
貴
重
品
を
置

き
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
窓
を

完
全
に
閉
め
、
確
実
に
ド
ア

ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

12
月
11
日
水
～
20

日
金
ま
で
の
10
日
間

■
運
転
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

④
踏
切
事
故
の
防
止

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出

時
に
は
「
反
射
材
用
品
」
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
が
交
通

事
故
を
防
ぐ
に
は
「
運
転
者

に
自
分
を
見
せ
る
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

反
射
材
用
品
を

身
に
付
け
て
、

交
通
事
故
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

年末年始は心にゆとりを
年末年始の特別警戒活動を実施中

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

② 10 月末の村の物件事故発生状況
平成 25 年 24 年

前年比
10 月中 累計 累計

10 167 204 -37

平成 25 年 24 年 前年比10 月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 5 18 0 26 18 0 28 0 0 -2

① 10 月末の村の人身事故発生状況

冬
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
始
ま
り
ま
す

所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

紅
葉
を
楽
し
み
た
い
人

は
、
襄
陽
郡
の
隣
の
市
に
あ

る
雪ソ

ラ
ク
サ
ン

岳
山
へ
行
き
ま
す
。

　

雪
岳
山
は
、
高
さ
が
約

１
７
０
０
㍍
あ
り
、
紅
葉
の

景
勝
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　

雪
岳
山
ま
で
は
襄
陽
郡
か

ら
バ
ス
に
乗
り
、
20
分
ほ
ど

で
到
着
す
る
た
め
、
私
も
休

日
、
時
間
が
で
き
る
と
遊
び

に
行
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
紅
葉
の
時
期
に

は
人
気
が
高
く
、
現
地
へ
着

く
ま
で
の
渋
滞
と
人
の
多
さ

か
ら
、
自
然
の
中
に
い
な
が

ら
都
会
の
人
ご
み
に
揉
ま
れ

る
疲
労
感
を
感
じ
ま
す
。
で

す
が
、
せ
っ
か
く
来
た
の
に

…
と
い
う
後
悔
は
し
な
い
ほ

ど
の
す
ば
ら
し
い
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

韓
国
で
は
、
四
季
の
中
で

「
秋
」
が
好
き
だ
と
答
え
る

人
が
男
性
を
中
心
に
多
い
で

す
。
特
に
紅
葉
を
楽
し
む
た

め
、
登
山
や
各
地
の
歴
史
的

な
遺
跡
な
ど
に
旅
行
へ
行
く

人
が
大
勢
い
ま
す
。

　

韓
国
の
有
名
な
観
光
地
と

い
え
ば
、
朝
鮮
半
島
を
初
め

て
統
一
し
た
新
羅
王
朝
の
都

が
あ
っ
た
都
市
、
慶

キ
ョ
ジ
ュ
ン州
市
で

す
。
韓
国
の
京
都
・
奈
良
と

紹
介
さ
れ
る
慶
州
市
は
、
ユ

ネ
ス
コ
指
定
の
世
界
遺
産
が

多
く
あ
り
、
景
観
保
護
や
遺

跡
保
護
の
た
め
に
近
代
的
な

建
物
や
高
層
ビ
ル
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
遺
物
な
ど
の
採

掘
の
た
め
、
地
下
鉄
や
地
下

街
と
い
っ
た
地
下
開
発
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

韓
国
随
一
の
観
光
地
で
あ

り
、
今
で
も
古
い
町
並
み
と

田
園
風
景
が
残
っ
て
い
る
場

慶州市にある寺院内の紅葉
日本人にもなじみのある雰囲気です

　

10
月
31
日
、
国
際
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ

語
、
英
会
話
や
韓
国
語
な
ど

の
村
の
語
学
教
室
に
通
っ
て

い
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
56
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し

む
た
め
に
魔
女
や
有
名
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

『
日
本
と
韓
国
の
名
前
』

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽

郡
か
ら
の
派
遣
職
員

ホ
ン
・
ミ
ン
ギ
で
す
。

　

最
近
は
、
枯
葉
も
目
立
つ

よ
う
に
な
り
、
冬
の
気
配
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

人
な
ら
誰
で
も
持
っ
て
い

る
も
の
、
死
ん
だ
後
に
も
残

る
も
の
、
そ
れ
は
「
名
前
」

で
す
。

　

今
日
は
こ
の
名
前
に
つ
い

て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
場
合
、
洪

（
ホ
ン
）
が
名
字
で
、敏
基
（
ミ

ン
ギ
）
が
名
前
で
す
。

①
韓
国
の
名
前

　

韓
国
安
全
行
政
部
の
調
べ

に
よ
り
ま
す
と
、
韓
国
に
は

現
在
４
７
０
６
種
類
の
名
字

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
一
番
多
い
名
字

は
「
金
（
キ
ム
）」
で
、
全

体
人
口
の
21
・
５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
が
「
李
（
イ
）」「
朴

（
パ
ク
）」「
鄭
（
チ
ョ
ン
）」「
崔

（
チ
ェ
）」
の
順
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
５
つ
の
名
字
を

持
つ
人
た
ち
が
人
口
の
54
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
韓
国
で
一
番
多
い

名
前
は
、
約
４
万
人
に
付
け

ら
れ
て
い
る
「
キ
ム
・
ヨ
ン

ス
ク
」
と
い
う
女
性
の
名
前

だ
そ
う
で
す
。

　

韓
国
は
夫
婦
別
姓
で
す
の

で
、
結
婚
し
て
も
女
性
の
名

字
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
日
本
の
名
前

　

日
本
の
人
名
は
、
地
名
と

同
様
に
読
み
方
が
難
し
く
、

当
て
字
な
ど
が
多
く
使
わ
れ

て
い
る
た
め
、
専
門
の
辞
書

も
あ
る
と
聞
い
た
事
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
初
め
て
会
っ

た
人
と
名
刺
を
交
換
す
る
際

に
は
、
相
手
に
名
前
を
確
認

す
る
の
は
あ
ま
り
失
礼
で
は

な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　

電
話
帳
を
も
と
に
調
べ
た

結
果
、
日
本
に
は
約
29
万
種

類
の
名
字
が
あ
っ
て
、
一
番

多
い
名
字
は
「
佐
藤
」、
次

が
「
鈴
木
」「
高
橋
」
の
順

に
な
っ
て
い
て
、
10
位
ま
で

の
名
字
が
全
体
の
約
10
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

③
六
ヶ
所
の
名
前

　

六
ヶ
所
村
で
一
番
多
い
名

字
は
何
で
し
ょ
う
。

　

電
話
帳
を
基
準
に
分
析
し

た
結
果
、

１
位
「
中
村
（
１
５
６
人
）」

２
位
「
橋
本
（
１
５
３
人
）」

３
位
「
木
村
（
１
２
２
人
）」

で
し
た
。

　

人
な
ら
皆
持
っ
て
い
る

「
名
前
」。
ほ
と
ん
ど
の
場
合

最
初
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
は

一
生
変
わ
る
事
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
が
ど
う
過
ご
す
か

に
よ
っ
て
、
名
前
の
価
値
が

変
わ
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

な
姿
に
仮
装
し
た
参
加
者
た

ち
。
世
界
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ク

イ
ズ
や
外
国
語
の
伝
言
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
グ

ロ
ー
バ
ル
な
知
識
を
身
に
つ

け
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

近
年
、
日
本
で
も
徐
々
に

そ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
、
村
内
で
本

格
的
に
体
験
で
き
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
来
年
も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

思い思いの仮装でハロウィン楽しむ
国際教育研修センターでハロウィンイベント開催

㊤魔女やお姫さま、お化けな
ど色んなキャラクターに扮し
て、楽しむ参加者たち、㊧ハ
ロウィンテイストに飾られた
教室でゲームを楽しみました

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ
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　健康 Health 　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

「風
か ぜ

邪」を科学的に見てみよう

　

11
月
１
日
、
２

日
の
２
日
間
、
村

の
文
化
祭
と
併
せ

て
「
健
康
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
、
ご

来
場
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。

■
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な

た
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
大

丈
夫
？　

脂
質
異
常
症
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
」

　

今
年
度
は
健
康
学
習
会
、

健
康
展
に
お
い
て
脂
質
異
常

症
予
防
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

健
康
展
で
は
、
脂
質
異
常

症
予
防
を
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
い
い
か
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
、

健
康
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た

◎
健
康
づ
く
り
対
策
コ
ー

ナ
ー
（
米
田
医
師
が
動
脈
硬

化
度
測
定
を
行
い
、
血
管
の

状
態
を
確
認
し
健
康
相
談
を

実
施
）

◎
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
虫

歯
菌
チ
ェ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
）

◎
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
血

圧
測
定
、
健
康
・
栄
養
相
談
）

◎
国
保
コ
ー
ナ
ー
（
国
保
の

利
用
状
況
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
国
保
相
談
）

◎
高
齢
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
物
忘
れ
相
談
な
ど
）

◎
食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー

ナ
ー
（
健
康
食
の
試
食
と
活

動
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
）

◎
保
健
協
力
員
コ
ー
ナ
ー

（
健
診
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布
、
複

合
健
診
に
つ
い
て
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
、
活
動
の
ポ
ス
タ
ー

展
示
）

◎
骨
密
度
測
定
器
（
足
首
で

測
定
す
る
骨
密
度
測
定
を
実
施
）

◎
高
機
能
体
脂
肪
測
定
器

（
部
位
別
の
脂
肪
測
定
や
筋
肉

測
定
を
実
施
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
、
１
年
に
１
度
健
診

を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
午
前
に
複
合
健

診
、
午
後
に
婦
人
健
診
を
受

診
で
き
る
よ
う
総
合
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
今
年
度
最
後

の
健
診
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◇
総
合
健
診
（
複
合
・
婦
人
）

■
実
施
日

平
成
26
年
１
月
10
日
金

■
受
付
時
間
（
検
査
項
目
）

①
午
前
７
時
45
分
～
９
時

＊
複
合
（
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
、
肝
炎
検
査
、
☆
腹
部

超
音
波
健
診
）

②
正
午
～
12
時
45
分

＊
婦
人
（
子
宮
（
卵
巣
）
が

ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
）

■
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
間

12
月
２
日
月
～
13
日
金

【
注
意
事
項
】

①
健
診
は
、
１
年
に
１
回
受

診
で
き
ま
す
（
25
年
４
月
１

日
か
ら
26
年
１
月
９
日
ま
で

に
当
課
で
実
施
し
た
健
診
を

受
診
し
た
方
は
対
象
外
）

②
妊
娠
し
て
い
る
人
、
妊
娠

し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん

③
肝
炎
検
査
は
検
査
歴
の
な

い
人
の
み
受
診
で
き
ま
す

④
子
宮
・
卵
巣
が
ん
検
診
は

セ
ッ
ト
で
受
診
と
な
り
ま

す
。
子
宮
を
手
術
し
て
い
る

人
も
、
子
宮
の
入
口
の
部
分

（
頸
部
）
が
残
っ
て
い
る
の

で
検
査
可
能
で
す

⑤
乳
が
ん
検
診
は
、
授
乳
中

の
人
、
豊
胸
手
術
を
受
け
た

人
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着

者
、
医
療
器
具
を
挿
入
し
て

い
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
断
乳
後
一
年
を
経
過
し

て
か
ら
受
診
で
き
ま
す

⑥
☆
印
の
つ
い
て
い
る
腹
部

超
音
波
健
診
は
40
人
限
定

で
、
予
約
し
た
人
の
み
受
診

で
き
ま
す

問
申
込
先　

健
康
課

☎
７
２
―
２
７
９
４（
直
通
）

今年のテーマは『脂質異常症』
村民文化祭で健康展を開催

浜中 優希ちゃん

小泉 ひなたちゃん

廣田 大輝くん

鳥谷部 悠里ちゃん

小泉 杏ちゃん

髙屋敷 煌くん

よ い 歯 で
歯 ッ ピ ー

今月の歯ッピーエンゼルたち
10 月 29日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

総
合
健
診
の
受
診
者
を

募
集
し
ま
す

保健協力員が健診についてＰＲ

健
康
食
の
コ
ー
ナ
ー

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

予
防
効
果
は
少
な
い
が
、
正

し
く
着
用
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
手
洗
い
と
組
み
合
わ
せ

る
と
効
果
が
高
ま
る

　

ち
な
み
に
、
特
定
の
肺
炎

（SARS

）、
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
マ
ス
ク
着
用
は
効
果
が
あ

り
ま
す

④
身
体
的
活
動
性
が
良
い
と

風
邪
の
発
症
率
は
低
下
す
る

→　

子
ど
も
は
風
の
子
元
気

な
子
。
外
で
遊
ん
で
れ
ば
風

邪
引
か
な
い
の
は
本
当
な
よ

う
で
す

⑤
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
と
ミ
ネ

ラ
ル
の
サ
プ
リ
は
、
糖
尿
病

患
者
、
高
齢
者
の
感
染
症
を

減
ら
す
か
も
。
た
だ
し
低
容

量
の
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
や
、

元
気
な
高
齢
者
で
は
効
果
が

薄
い

⑥
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
す
こ
し
予

防
効
果
が
あ
る
か
も

⑦
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

（
い
わ
ゆ
る
善
玉
菌
）
は
、
小

児
で
は
少
し
効
果
が
あ
る
か

も
。
成
人
に
つ
い
て
は
言
及

な
し

⑧
ニ
ン
ニ
ク
の
予
防
効
果
や

治
療
効
果
に
関
し
て
は
、
効

果
は
不
十
分

■
治
療
に
つ
い
て

　

よ
く
冗
談
で
「
風
邪
の
特

効
薬
を
作
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞

が
取
れ
る
」
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
も
「
特
効

薬
」
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
少
し
効
果
が
あ
る
か
も
？

①
い
わ
ゆ
る
下
熱
鎮
痛
薬

②
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

③
点
鼻
の
粘
膜
充
血
治
療
薬

④
室
内
の
加
温
、
加
湿

⑤
生
理
食
塩
水
で
の
鼻
腔
洗

浄
は
、
症
状
軽
減
・
薬
剤
使

用
量
・
学
校
の
欠
席
を
特
に

小
児
で
減
ら
す

⑥
成
人
で
は
鎮
咳
薬
、
去
痰
薬

⑦
小
児
で
は
「
ハ
チ
ミ
ツ
」

が
、
夜
間
の
咳
と
睡
眠
の
中

断
の
減
少
に
役
立
つ
が
、
１

歳
未
満
の
小
児
に
は
避
け
た

ほ
う
が
良
い
（
乳
児
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
症
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
）

⑧
小
児
で
は
、
塗
る
風
邪
薬

「
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
ヴ
ェ
ポ
ラ
ッ

ブ
」
は
夜
間
の
咳
と
睡
眠
の

中
断
の
減
少
に
効
果
あ
り
。

た
だ
し
、
約
２
割
で
塗
っ
た

と
こ
ろ
の
灼
熱
感
が
問
題
に

な
る

⑨
よ
り
強
い
情
報
提
供
（
患

者
教
育
）
と
元
気
づ
け
（
共

感
や
支
援
）
を
受
け
る
と
、

抗
生
剤
を
処
方
さ
れ
た
時
と

比
べ
て
、
よ
り
患
者
の
満
足

度
が
高
く
な
る　

→
自
分
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
か
、

身
に
つ
ま
さ
れ
ま
す
…

◇
推
奨
さ
れ
な
い
治
療
の
一

覧
（
こ
こ
重
要
。
な
ん
で
も
や

れ
ば
い
い
っ
て
も
ん
で
は
な
い
）

①
抗
生
剤
は
症
状
軽
減
に
役

立
た
な
い
、
②
小
児
の
急
性

咳が
い
そ
う嗽
に
市
販
薬
は
役
立
た
な

い
（
欧
米
で
）、
③
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
「
単
剤
」
は
不
十

分
、
④
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
、
風

邪
を
引
い
て
か
ら
た
く
さ
ん

摂
取
し
て
も
効
果
は
な
い
、

⑤
点
鼻
ス
テ
ロ
イ
ド
は
、
風

邪
の
症
状
軽
減
に
は
有
効
と

は
言
え
な
い
、
⑥
水
分
摂
取

量
を
増
や
し
た
と
き
の
効
果

に
つ
い
て
の
報
告
は
な
い

　

い
ろ
い
ろ
ま
と
め
て
み
ま

し
た
が
、
当
た
り
前
の
も
の
か

ら
意
外
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
。
皆
さ
ま
の
健
康
管

理
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

尾
駮
診
療
所

内
科
医
長

　
船
越
　
樹

　

す
っ
か
り
寒
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
時
点
で
少
し
早
め
の
雪
が

降
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
引
き

の
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
「
風
邪
」
と

言
う
病
気
、
と
て
も
あ
り
ふ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
研
究

も
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自

分
の
勉
強
も
兼
ね
て
、
風
邪

の
最
近
の
研
究
に
関
し
て
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
風
邪
を
引
き
や
す
く
す
る

原
因

◇
次
の
事
柄
は
、
風
邪
の
発

症
・
悪
化
と
関
連
す
る

①
ス
ト
レ
ス
や
嫌
な
気
持
ち

が
あ
る
、
②
小
児
期
に
託
児

所
へ
預
け
る
、
③
喫
煙
、
④

寝
不
足
、
⑤
呼
吸
器
症
状
が

あ
る
人
と
の
接
触
（
い
わ
ゆ

る
シ
ッ
ク
コ
ン
タ
ク
ト
）、
⑥

社
会
的
な
つ
な
が
り
が
な
い

（
社
会
的
孤
立
）、
⑦
ニ
キ
ビ

に
対
す
る
抗
生
剤
治
療
―
な

ど◇
次
の
事
柄
は
、
風
邪
と

「
関
連
が
な
い
」

①
喘
息
持
ち
で
あ
る
こ
と

②
湿
気
や
カ
ビ
へ
の
暴
露

　

意
外
で
す
ね
。

■
風
邪
を
予
防
で
き
る
も
の

①
「
手
洗
い
」 
は
胃
腸
炎
を

31
％
、
上
気
道
炎
を
21
％
減

ら
す
。
た
だ
し
水
洗
い
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
除
菌
石
け

ん
と
も
効
果
は
同
等

→
「
手
洗
い
」
自
体
が
大
事

②
「
う
が
い
」
は
日
本
の
研

究
で
は
効
果
あ
り
。
た
だ
し

水
・
お
茶
・
う
が
い
薬
な
ど

で
効
果
は
同
等
。「
う
が
い
」

自
体
が
大
事
。
海
外
で
は
研

究
さ
れ
て
い
な
い
（「
か
ぜ

予
防
の
う
が
い
」
と
い
う
習

慣
自
体
が
な
い
よ
う
で
す
）

③
「
マ
ス
ク
」
は
単
独
で
は
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　　　information 税

　所得税の源泉徴収義務がある事業主の人は、地方
税法第 321 条の４の規定により、個人住民税を特
別徴収していただくことになっています。
　青森県上北地域県民局県税部と上北地域県民局管
内９市町村が連携し、平成 26 年度から個人住民税
の「特別徴収」を事業主の皆さんに適正に実施して
いただくための準備を進めています。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

■個人住民税の特別徴収とは
　特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、事業
主（給与支払者）が従業員（給与所得者）へ毎月支
払う給与から個人住民税を徴収（天引き）し、従業
員に代わって納入する制度です。

■特別徴収は事業主・従業員にとって便利な制度です
○税額の計算は市町村が行うので、事業主の手間が増えない
○従業員が個々に金融機関などへ出向く手間が省け、納め忘れがない
○従業員の１回当たりの納付額の負担が少なくなる（普通徴収年４回 → 特別徴収 12 回）

　固定資産税は、毎年１月１日現在の状況に基づい
て課税されます。
　平成 25 年中に次の内容について変更などがあっ
た場合は届出・申告をお願いします。
　なお、届出・申告に必要な書類の様式は、役場税
務課または各支所の窓口に備えてある他、村ホーム
ページ（http://www.rokkasho.jp/) にも掲載していま
す。

■未登記家屋の所有者に変更があった場合
　登記されていない家屋を売買や相続・贈与などに
より名義変更した場合、「未登記家屋の所有者変更
届出書」に名義変更を証する書類を添えて、税務課
へ提出してください。登記してある家屋の場合は、
法務局（十和田市）で所有権移転登記の申請をして
ください。
※名義変更を証する書類…　売買契約書の写し、遺産
　分割協議証明書の写し、贈与証明書の写し、印鑑証
　明書の写し　など

　県では、ふるさと納税制度による寄付を受け付け
ています。
　この制度は、「ふるさと青森を応援したい！」と
お考えの方が寄付をした場合に、お住まいの自治体
の住民税（県民税・市町村民税）から、寄付金額に
応じて一定額を控除するものです。
　申出書は各地域県民局県税部や県外事務所などに
備え付けているほか、県庁ホームページから電子申
請もできます。
　県外在住の方々や年末年始に帰省されるご親戚や

■未登記家屋を取り壊した場合
　登記されていない家屋の全部または一部を取り壊
した場合は、「未登記家屋の滅失届出書」に滅失を
証する書類を添えて、税務課へ提出してください。
　登記してある家屋の場合は、法務局で滅失登記の
申請をしてください。
※滅失を証する書類…　建物滅失証明書

■住宅用家屋の新築、増築、用途変更、滅失があっ
た場合
　住宅用地については、税負担を軽減するための課
税標準の特例措置が設けられています。
　次に該当する土地を所有する方は土地の利用状況
を申告していただく必要がありますので「住宅用地
申告書」の提出をお願いします。

【提出が必要な場合】
①所有する土地に住宅用家屋を新築・増築、または
　滅失したとき
②家屋の全部または一部の用途を変更したとき
　例店舗から住居、または住居から店舗

問税務課　固定資産税係　
☎７２―２１１１（内線 125・127）
問青森地方法務局　十和田支局
☎０１７６（２３）２４２４

ご友人の方々にも、ぜひご紹介ください。
　また、個人だけでなく、法人からの寄付も受け付
けています。詳しくは、ホームページをご覧いただ
くか、県税務課にお問い合わせください。
＊ふるさと青森応援サイト

（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/025_01furu
   atoindex.html）

問青森県総務部　税務課
☎０１７（７３４）９０６４（直通）

個人住民税の特別徴収のしくみ

④特別徴収税額の通知
（従業員用）

⑤税の徴収

①給与支払報告書の提
出（１月 31 日まで）

⑥税の納入
（翌月 10 日まで）

（６月から翌年５月の
給与支払時）

③特別徴収税額の通知
（事業主用・従業員用）

（５月 31 日まで）

②税額の計算

従業員
（給与所得者）

事業主
（給与支払者） 市町村

青森県と上北管内市町
村から、とっても大事
なお知らせだよ！

事業主の皆さん、忘れずにご確認ください
個人住民税特別徴収が完全実施になります

家屋に変更があったとき
固定資産税に関する届出・申告を忘れずに

平成 26 年４月１日から
消費税および地方消費税が変わります

あなたの「ふるさと」応援しませんか
ふるさと納税を受け付けています

＊青字の書類様式は
村ホームページから
ダウンロードできます

　平成 26 年４月１日から、消費税および地方消費
税の税率が８％に引き上げられます。
　また、今回の引き上げに際し、消費税の円滑かつ
適正な転嫁を確保するため、消費税転嫁対策特別措
置法によって、次のような措置が設けられました。

1総額表示義務の特例
　税込価格であると誤認されないための措置を講じ
ていれば、税込価格による表示をしなくともよいと
する特例（表示例：100 円（税抜き））。
2転嫁拒否などに関する措置
　事業者間の取引で、税率の引上げ分の転嫁を拒ん
だり、チラシや店頭で転嫁を阻害する表示（例えば

「消費税は転嫁しません」などの表示）を規制する措置。

＊詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）を
ご覧ください

区分 現行 平成 26 年
４月１日から

消費税率 4.0％ 6.3％

地方消費税率 1.0％ 1.7％

合　計 5.0％ 8.0％
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　今年も雪の季節がやってきます。村では除雪作
業に取り組みますが、冬を快適に過ごすため、村
民の皆さんのご協力をお願いします。

1路上駐車をしない
　除雪作業の妨げとなりますので、路上駐車は絶
対にしないでください。

2作業中の除雪車には近づかない
　雪の中に入っている砕石、木材、ガラスなどが
飛散する場合もありますので、除雪車には絶対に
近づかないでください。

3除雪車は「右側走行除雪」も行います
　風向、道路条件などで右側を走行しながら除雪
を行う場合もありますから、除雪車が近付いたら
徐行してください。

4路上で自動車が故障したら、赤旗などの目印を
立ててください
　乗り捨てされますと地吹雪、降雪などで自動車
が埋まり、除雪車が発見できずに衝突する危険が
あります。

5道路に雪を捨てない
　道路に雪を出すと、わだちの原因となり、運転
手がハンドルをとられる危険があります。

　国土交通省と青森県では、毎年 12 月１日～７日
までを『雪崩防災週間』と位置づ
け、本格的な降雪期を前に、雪崩
被害の防止に向けてさまざまな防
災・広報活動を実施しています。
　青森県は県土全体が豪雪地帯であり、さらに 15
地域（旧市町村単位）が特別豪雪地帯として指定さ
れています。また県内では、死者２人を出した平成
19 年２月の八甲田山における雪崩をはじめとして、
多くの雪崩災害が発生しています。家の裏、生活道
路や通学路、スキー場などのレジャー区域など、危

険はさまざまな形で身近な場所に潜んでいます。
　積雪時は斜面を注意深く観察し、兆候を発見した
ら早めの避難・連絡を心掛けてください。
　１人１人が『心の防災スイッチ』をＯＮにして、
雪崩災害による被害ゼロを目指しましょう。

問青森県県土整備部　河川砂防課　砂防グループ
☎０１７（７３４）９６７０
＊参考ＵＲＬ（青森県ホームページ・平成 25 年度雪崩
防 災 週 間 ）（http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/
H25nadarebousai.html）

6排雪作業中は誘導員の指示に従ってください
　誘導員の指示に従わないと排雪車との接触事故
や排雪作業の妨げにもなります。

問建設課　☎７２－２１１１（内線 318）

皆さんが快適な冬を過ごすために

除雪作業にご協力ください

12 月１日～７日は『雪崩防災週間』です

《平成 25 年度　冬季閉鎖路線》

■閉鎖予定期間
　25 年 12 月 10 日～ 26 年３月 31 日

路　線 地　区 延長（ｍ）

泊山線 泊 580.7

石川北線 石川 654.6

大川目線 新町 705.0

睦栄１号線 睦栄 1867.1

八森・六原線 八森 1950.3

平沼八森７号線 八森 1586.0

端２号線 端 3177.2

端・内沼線 内沼 1243.5

中志５号線 中志 867.2

計　９号線　 12631.6

■除雪に関する問い合わせ先
◎村内の国道・県道について
　問上北地域県民局　地域整備部
　☎０１７６（２２）８１１１
◎村道について
　問建設課　　☎７２―２１１１（内線３１８）

■除雪・凍結防止剤散布業者一覧（村道）

　除雪（排雪）業者

工　区 地　区 業者名 連絡先

１工区 泊（北） ㈲瀬川建設 ７７―２６４３

２工区 泊（中） ㈲田中工業 ７７―３１３６

３工区 泊（南） ㈲晴和工業 ７７―３１５３

４工区 出戸、石川、老部川、尾駮、尾駮浜 平成産業㈱ ７２―３７４９

５工区 野附、尾駮レイクタウン 六ヶ所工業㈲ ７２―２６０６

６工区 弥栄平 附田建設㈱ ７２―４１１１

７工区 二又、雲雀平、富ノ沢 東和建設㈱ ６３―３６５６

８工区 戸鎖、室ノ久保、千樽、内子内 ㈱高田工業 ７４―３７１１

９工区 平沼（二階坂、久保） ㈲浜飯組 ７７―２６７３

10 工区 平沼（追舘） ㈲大藤工業 ７４―３７１７

11 工区 倉内 ㈱鳥谷部建設工業 ７４―２３２９

12 工区 六原、笹崎、新城平、端 ㈱岡山建設 ７４―２３２５

13 工区 千歳、豊原、睦栄 大羽建設㈱ ７４―２７６６

14 工区 千歳平（北） ㈱鳥山土木工業 ７４―２８５１

15 工区 千歳平（南） 小泉建設㈱ ７４―３１００

16 工区 千歳平（東） 大泉建設㈱ ７４―２４６８

17 工区 庄内 ㈱東部環境建設 ７５―２７１０

18 工区 中志、内沼 ㈱浅工務店 ７４―２１１１

凍結防止剤散布業者

工　区 地　区 業者名 連絡先

１工区 泊・尾駮 ㈲地紙屋 ７２―２５９６

２工区 鷹架・平沼・倉内・千歳平 ㈲丸兆組 ７７―３４１３
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緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
設
定
を
お
願
い
し
ま
す

■
配
信
範
囲

六
ヶ
所
村
内
（
一
部
村
外
の
地
域

に
配
信
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
配
信
情
報

災
害
・
避
難
情
報
な
ど

問
情
報
政
策
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
５
１
～
１
５
５
）

　

村
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ

ｕ
（
エ
ー
ユ
ー
）・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
３
社
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
災
害
時
に
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

　

お
持
ち
の
携
帯
電
話
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
含
む
）
で
受
信
す
る

た
め
に
は
、
予
め
設
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
受
信
設
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
携
帯
電
話
の
機
種
に

よ
っ
て
は
、
受
信
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

！

■携帯電話会社への問い合わせはこちらへ
　◎ＮＴＴドコモ　　　☎０１２０（８００）０００
　◎ａｕ（エーユー）　 ☎００７７（７）１１１
　◎ソフトバンク　　  　☎０８００（９１９）０１５７

《受信イメージ》
例緊急速報メール画面

緊急速報メール
が来たみたい！

件 名 ： 六 ヶ 所 村 避 難 指
示 発 令

役 場 か ら お 知 ら せ し ま
す。

気 象 庁 よ り 大 津 波 警 報
が 発 表 さ れ ま し た の
で、 ○ ○ 地 区 に 避 難 指
示 を 発 令 し ま す。

海 岸 付 近 に い る 方 は、
至 急 高 台 に 避 難 し て く
だ さ い。（六 ヶ 所 村）

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
・
ス
ワ
ニ
ー

利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
ス
ワ
ニ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、ス
ワ
ニ
ー
の
避
難
所
指
定
に
伴
い
、

原
子
力
災
害
時
放
射
線
防
護
対
策
強
化
工
事
が

施
工
さ
れ
る
た
め
、
左
記
の
期
間
、
施
設
の
利

用
を
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
当
分
の
間
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
・
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
施
設
利
用
休
止
期
間
（
夜
間
を
含
む
）

平
成
26
年
１
月
18
日
土
か
ら

　
　
　
　

３
月
27
日
木
ま
で

問
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

　

ス
ワ
ニ
ー

☎
７
２
―
３
４
０
０

　

ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
冬
休
み
が
始

ま
り
ま
す
。
冬
休
み
は
、
年
末

年
始
の
行
事
が
重
な
り
、
大
人

も
子
ど
も
も
何
か
と
落
ち
着
か

な
い
時
期
で
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
は
冬
休

み
と
い
う
開
放
感
や
気
の
緩
み

か
ら
、
生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ

が
ち
に
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

や
初
詣
な
ど
で
夜
間
に
出
掛

け
、
深
夜
徘
徊
、
無
断
外
泊
や

飲
酒
・
喫
煙
な
ど
の
不
良
行
為

に
走
っ
た
り
、
万
引
き
な
ど
を

犯
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
み
ま
す
と
、
平
成

25
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の

県
内
の
少
年
非
行
の
概
況
は
、

刑
法
犯
少
年
（
刑
罰
法
令
に

触
れ
る
行
為
を
し
た
少
年
）
が

３
８
７
人
と
昨
年
同
期
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
刑
法
犯
少
年
は
、

冬
休
み
期
間
の
12
月
か
ら
翌
年

１
月
に
か
け
て
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
に
は
、保
護
者
、

　

平
成
25
年
12
月
29
日
か
ら

26
年
１
月
４
日
ま
で
は
、
年

末
年
始
の
休
業
日
で
す
。

　

運
転
免
許
業
務
の
実
施
日

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
運
転
免
許
証
の
更
新
、
再

交
付
申
請
な
ど

◎
更
新
手
続

25
年
最
終
日　

12
月
27
日
金

26
年
開
始
日　

１
月
５
日
日

【
受
付
場
所
】
①
青
森
県
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
②
む
つ

自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

25
年
最
終
日　

12
月
26
日
木

26
年
開
始
日　

１
月
６
日
月

【
受
付
場
所
】
八
戸
自
動
車

運
転
免
許
試
験
場

25
年
最
終
日　

12
月
27
日
金

26
年
開
始
日　

１
月
６
日
月

【
受
付
場
所
】
県
内
各
警
察

署
（
青
森
、
八
戸
、
弘
前
お

よ
び
む
つ
署
を
除
く
。
た
だ
し

青
森
署
の
平
内
交
番
は
含
む
）

■
再
交
付
申
請
・
国
外
運
転

免
許
申
請

25
年
最
終
日　

12
月
27
日
金

26
年
開
始
日　

１
月
６
日
月

【
受
付
場
所
】
①
青
森
県
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
②
八
戸

自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
、

③
む
つ
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場
、④
県
内
各
警
察
署
（
青

森
、
八
戸
、
弘
前
お
よ
び
む

つ
署
を
除
く
。
た
だ
し
青
森

署
の
平
内
交
番
は
含
む
）

※
運
転
免
許
証
の
更
新
が
で

き
る
期
間
は
、
誕
生
日
の
前

後
１
カ
月
ず
つ
の
２
カ
月
間

で
、
有
効
期
間
の
末
日
（
誕

生
日
の
１
カ
月
後
）
が
年
末

年
始
の
休
日
に
当
た
る
人
は
、

１
月
６
日
ま
で
有
効
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
末
年

始
の
期
間
（
特
に
年
始
）
は

更
新
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
更
新

手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す

問
青
森
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー　

免
許
係

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
０
０
８
１

学
校
、
地
域
な
ど
が
、
協
力
し

て
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
自
身
も

自
ら
を
守
る
た
め
の
強
い
気
持

ち
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
行

動
に
関
心
を
持
ち
、
親
子
の
対

話
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
皆
で
子
ど
も
一
人

一
人
に
目
を
配
り
、
非
行
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

愛
の
一
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◇
少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相
談
は

問
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

◎
警
察
本
部　

少
年
課

☎
０
１
２
０
―
５
８
７
８
６
７

◎
青
森
警
察
署

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
７
６
７
６

◎
八
戸
警
察
署

☎
０
１
７
８
（
22
）
７
６
７
６

※
電
話
受
付
は
土
日
・
祝
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル

Em
ail（youngm

ail-587867@
extra.ocn.ne.jp

）

※
受
付
は
24
時
間
、
回
答
は
土

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

２
～
３
日
後
で
す

冬
休
み
に
お
け
る
少
年
の
非
行
や

犯
罪
被
害
を
防
止
し
よ
う

12 月 翌年
１月 増減数

平成 24 年 37 61 24

平成 23 年 49 88 39

《冬休み期間中の検挙・補導人員》

　　（単位：人）

《１～９月中の検挙・補導人員》

年
末
・
年
始
の
運
転
免
許
業
務

の
お
知
ら
せ
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六
ヶ
所
村
商
工
会
青
年
部
の

田
村
友
和
部
長
、
橋
本
竜
理
事

が
10
月
21
日
、
村
長
室
を
訪
れ

「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

充
実
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
図
書
カ
ー
ド
10
万
円
分

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
団
体
が
主
催
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

お
い
て
集
ま
っ
た
寄
付
金
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成

21
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
き
た

同
団
体
か
ら
の
寄
付
は
今
回
で

４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
川
健
治
村
長
は
「
子
ど
も

た
ち
が
本
に
触
れ
る
こ
と
は
、

教
育
に
お
い
て
大
変
大
事
な
こ

と
。
寄
付
の
趣
旨
に
沿
っ
て
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

健
康
に
対
す
る
自
己
管
理
意

識
と
国
民
健
康
保
険
医
療
給
付

費
の
節
減
、
国
保
税
の
納
税
意

識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
村
と
村
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
は
毎
年
度
、
国
保

優
良
家
庭
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
２
人
以
上
の

世
帯
で
１
年
以
上
医
療
機
関
を

一
度
も
受
診
せ
ず
、
さ
ら
に
国

保
税
を
年
度
内
（
納
期
内
）
に

完
納
し
た
世
帯
を
対
象
と
し
、

25
年
度
は
左
記
11
世
帯
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
国
保
優
良
受
賞
世
帯

◎
５
年
間　

桒
原
照
美
（
泊
）

◎
３
年
間　

櫻
井
純
一
（
千
歳
）

黒
滝
明
（
千
歳
）

◎
２
年
間　

中
村
陽
生
（
尾
駮
）

田
中
嘉
志
男
（
尾
駮
浜
）、
木
村

久
雄（
尾
駮
浜
）、木
村
勝
義（
倉
内
）

◎
１
年
間　

橋
本
則
彦
（
泊
）

村
畑
博
子（
泊
）、木
村
義
照（
倉

内
）、
太
田
清
（
庄
内
）

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

　

県
村
民
税
（
第
４
期
）、
固

定
資
産
税
（
第
４
期
）
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

の
納
税
期
限
は
12
月
25
日
水
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課

徴
収
対
策
室
ま
で
。

問
税
務
課　

徴
収
対
策
室

☎
７
２
―
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
・
１
２
８
）

　

生
き
生
き
と
し
た
生
活
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
一
人
一
人
が
生
き
が
い

を
得
ら
れ
る
活
動
、
生
活
や
地

域
に
根
ざ
し
た
学
習
の
場
と
し

て
、
郷
土
大
学
を

開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　

そ
ば
打
ち

■
期
日　

12
月
14
日
土

■
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

戸
鎖
地
区
水
車
小
屋

「
い
っ
こ
庵
」

＊
バ
ス
配
車
を
利
用
の
方
は
、

９
時
30
分
中
央
公
民
館
出
発

■
定
員　

12
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
費
用　

１
２
０
０
円

■
持
ち
物　

大
き
め
の
タ
ッ
パ

（
深
み
の
無
い
箱
も
可
）、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
２
本

※
当
日
参
加
で
き
な
い
場
合
は

必
ず
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
締
切　

12
月
９
日
月

問
申
込
先　

社
会
教
育
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

　
（
内
線
５
１
５
）

FAX
７
２
―
２
２
４
６

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
25

年
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要

な
調
査
で
す
。
本
年
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

調
査
の
依
頼
の
た
め
各
事
業
所

へ
伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
の
上
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
調
整
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

　
（
内
線
３
５
９
）

教
育
環
境
の
充
実
に
役
立
て
て

村
商
工
会
青
年
部
が

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
寄
贈

納
税
期
限
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

「
郷
土
大
学
」
で
そ
ば

打
ち
体
験
し
ま
せ
ん
か

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

平
成
25
年
工
業
統
計
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（左から）橋本理事、古川村長、田村部長

《９月の入札結果》

№ 事業名 契約業者名 契約額（税込）

１ 二又５号取水ポンプ取替工事 六ヶ所エンジニア
リング㈱ 315 万円

２ 地域交流ホーム受水槽改修工事 髙田プラント㈱ 1491 万円

３ 第一中学校教員住宅改修工事 ㈲米田建設 267 万 4350 円

４ 泊中学校教員住宅外壁等塗装補修工事 ㈲米田建設 157 万 9200 円

５ 南小学校放課後教室建設工事 菱中住建 4114 万 9500 円

６ 野菜センター解体工事 ㈲三浦総建 901 万 9500 円

７ 第二老部川団地児童遊園改修工事 六一商事 210 万円

８ 尾駮保育所食器等購入 ㈲二本柳書店 369 万 6000 円

９ 尾駮保育所備品購入（その１） ㈲ナスコ 1178 万 1000 円

10 尾駮保育所備品購入（その２） ㈱佐々木商店 1051 万 500 円

11 尾駮保育所備品購入（その３） 水沢商店 1247 万 4000 円

12 尾駮保育所幼児送迎バス購入 いやさか自動車㈱ 603 万 7500 円

13 （仮称）総合医療福祉施設整備事業備品購入
（その５）

㈲北斗医理科青森
営業所 1932 万円

14 （仮称）総合医療福祉施設整備事業備品購入
（その６）

㈲北斗医理科青森
営業所 1146 万 6000 円

15 南小学校放課後教室建設工事監理業務委託 一級建築士事務所
環境設計 215 万 6700 円

16 倉内唐貝地農道整備測量業務委託 ㈱そうほく設計 2366 万 7000 円

17 庁舎前松木剪定雪吊業務委託 ㈲十文字林業 139 万 6500 円

18 防災行政用無線保守点検業務委託 扶桑電通㈱青森営業所 105 万円

19 浄化センター監視制御設備長寿命化実施設計
業務委託

㈱三水コンサルタ
ント青森事務所 462 万円

20 尾駮保育所屋外倉庫建設工事 ㈲前田建設 365 万 8317 円

21 泊焼山５号線配水管布設工事 小泉建設㈱ 451 万 5000 円

22 教育委員会管理施設ボイラーばい煙濃度測定
業務委託 ㈱ザックス 53 万 5500 円

23 教育委員会管理施設暖房機保守点検業務委託 髙田プラント㈱ 175 万 3500 円

問財政課　☎ 72―2111（内線 244）

《平成 25 年度自衛官を募集します》

募集種目 応募資格
（26年４月１日基準） 受付期間 試験期日 試験場所

（予定）

高等工科
学校生徒 男

中卒（見込含）
15 歳以上
17 歳未満

平成 26 年
１月 10 日金

まで
１月 18 日土 八戸福祉

公民館

＊細部については、下記まで問い合わせてください

〒 033―0037　三沢市松園町三丁目６―16
　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園店隣）
問自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
☎・FAX　0176（53）1346　（平日　午前８時 45 分～午後５時 30 分）
E-mail　aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

■
日
時　

平
成
26
年
１
月
10
日

金　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
日
程　

①
受
付
（
９
時
～
９

時
50
分
）、
②
村
表
彰
式
（
10
時

～
10
時
30
分
）、
③
講
演
（
10
時

45
分
～
11
時
50
分
）、
④
懇
親
会

（
12
時
10
分
～
午
後
２
時
）

■
講
演
内
容　
『
世
代
を
つ
な

ぐ
～
華
齢
・
朗
齢
・
好
齢
人
生
』

◎
講
師　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー　
『
遠
田　

恵
子
氏
』

■
参
加
対
象
者

村
民
（
村
内
在
住
者
、
在
勤
者

な
ど
を
含
み
ま
す
）

＊
申
し
込
み
は
、
各
家
庭
に
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
総

務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
総
務
課

☎
７
２
―
２
１
１
１

　
（
内
線
２
２
２
～
２
２
７
）

新
年
を
語
る
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す

国
保
の
優
良
家
庭
を

表
彰
し
ま
し
た

農業委員会だより

　平成 25 年第 13 回農業委員
会総会が 10 月 22 日火役場分
庁舎で開催され、下記案件が議
決されました。
■議案第 24 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

２件　12,486㎡
■議案第 25 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について

２件　18,549㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第３条許可
申請についての記載例などは農林
水産課窓口にあります
　第 14 回農業委員会総会は 11 月
21 日木に開催されました
　今月の総会は 12 月 20 日金に開
催予定です

問農林水産課　藤村
☎ 72―2111（内線 327）

《尾駮診療所の休診日》
　下記の期間を休診としま
す。なお、急患の受け入れは
随時行います。
■休診期間　12 月 28 日土～
　26 年１月５日日
問尾駮診療所
☎ 72―2791

新春祭り in あさむし水族館
（１月１日～ 13 日）

■餅つき＆お振る舞い
　１月１日水　① 10：30 ～
　　　　　　　② 12：00 ～

（場所　イルカショーホール）

＊他にも色んなイベントを企画
していますので、詳しくは水族
館ホームページをご覧ください
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戸籍の窓

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

　

本
年
12
月
４
日
～
10
日
は

「
第
65
回
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
村
人

権
擁
護
委
員
お
よ
び
村
行
政
相

談
委
員
の
合
同
に
よ
る
人
権
お

よ
び
行
政
に
関
す
る
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

身
近
で
困
っ
て
い
る
さ
さ
い

な
事
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る
直

接
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
こ
れ

を
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
弁
護
士
相
談
予
約
は
左
記
へ

■
三
沢
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
１
７
６
（
50
）
１
１
１
５

■
日
時　

12
月
５
日
木

①
午
前
10
時
～
正
午
ま
で
は
、

人
権
擁
護
と
行
政
相
談

②
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

は
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談

■
場
所　

役
場
分
庁
舎
３
階
小

会
議
室

　

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

お
困
り
の
と
き
は
左
記
ダ
イ
ヤ

ル
、
ま
た
は
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

◎
青
森
地
方
法
務
局

■
十
和
田
支
局

☎
０
１
７
６
（
23
）
２
５
７
１

■
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借

り
入
れ
に
よ
る
「
多
重
債
務
」

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
弁

護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
多
重

債
務
の
解
決
方
法
は
必
ず
あ
り

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
青
森
会
場
》

■
日
時　

12
月
14
日
土　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分

■
場
所　

消
費
者
信
用
生
活
協

同
組
合　

青
森
事
務
所

《
八
戸
会
場
》

■
日
時　

12
月
15
日
日　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分

■
場
所　

消
費
者
信
用
生
活
協

同
組
合　

八
戸
事
務
所

＊
事
前
に
ご
予
約
の
上
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

費
用
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す

問
予
約
先　

青
森
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
１
７
（
７
７
４
）
６
４
８
８

＊
予
約
受
付
時
間　

月
～
金
曜

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
祝
日
を
除
く
）

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
周
辺
の
住
民
の
方
々

で
、
自
衛
隊
お
よ
び
防
衛
問
題

に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
基

地
見
学
な
ど
を
通
じ
、
ご
意
見

お
よ
び
要
望
を
お
聞
き
す
る
た

め
に
、
三
沢
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
域　

三
沢
市
、
十
和

田
市
お
よ
び
上
北
郡

■
募
集
年
齢　

20
～
50
歳
代
の

男
女

■
募
集
定
員　

若
干
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
上
ご

連
絡
し
ま
す
）

■
委
嘱
期
間　

26
年
４
月
か
ら

27
年
３
月
ま
で

■
活
動
内
容

①
基
地
内
お
よ
び
職
場
見
学
な
ど

②
航
空
機
体
験
搭
乗

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
モ

ニ
タ
ー
会

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
電

話
番
号
―
を
明
記
し
、
左
記
へ

お
送
り
く
だ
さ
い

（
〒
０
３
３
―
８
６
０
４　

三
沢

市
後
久
保
１
２
５
―
７　

航
空
自

衛
隊
三
沢
基
地
渉
外
室
広
報
班
）

■
応
募
締
切　

12
月
13
日
金
必
着

問
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地　

渉

外
室
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

　
（
内
線
３
３
１
３
）

■
お
見
舞
い
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

の
お
願
い

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
り
だ
す
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

お
見
舞
い
さ
れ
る
皆
さ
ん
、

入
院
患
者
さ
ん
へ
の
感
染
防
止

と
負
担
軽
減
の
た
め
、
面
会
時

間
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
面
会
時
間

　

午
後
１
時
～
８
時
ま
で

■
年
末
年
始
の
外
来
診
療
に
つ

い
て

　

12
月
30
日
月
～
26
年
１
月
３

日
金
ま
で
の
年
末
年
始
の
期
間

に
つ
き
ま
し
て
、
12
月
30
日
月

の
み
診
療
日
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
診
療
科
に
よ
っ
て

は
休
診
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
確
認
の
上
、
ご
来
院

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
む
つ
総
合
病
院
総
務
課
ま
た

は
医
事
課

☎
０
１
７
５
（
22
）
２
１
１
１

　

む
つ
小
川
原
港
に
お
い
て
、

む
つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
開
発

株
式
会
社
が
計
画
す
る
「（
仮

称
）
む
つ
小
川
原
港
洋
上
風
力

発
電
事
業
」
に
つ
い
て
、
環
境

保
全
の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
ま

と
め
た
「
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
」
の
縦
覧
が
左
記
の
通
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
縦
覧
書
類　
（
仮
称
）
む
つ

小
川
原
港
洋
上
風
力
発
電
事
業

計
画
段
階
環
境
配
慮
書

■
縦
覧
場
所　

六
ヶ
所
村
役
場

企
画
調
整
課

■
縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間

12
月
25
日
水
ま
で

■
縦
覧
時
間

右
記
期
間
中
の
午
前
９
時
～
午

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

秋
あ き と

戸　梨
り お

桜（博光）二又

松
まつはし

橋ひかり（祐介）千歳平

山
やまざき

﨑　愛
え ま

真（和宏）東京都

武
た け だ

田　将
ま さ き

輝（博明）泊

中
なかむら

村　斗
と う り

俐（三佐雄）泊

岡
お か だ

田　麻
ま な

菜（圭介）神奈川県

六ヶ所村の人口
（10 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,788 － 25
女 5,137 － 19
計 10,925 － 44

世帯数 4,608 － 12

10 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 72―2111（内線 117）

Information Square

直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

問
学
校
法
人
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼

稚
園

☎
７
１
―
１
１
３
３

■
日
時　

12
月
12
日
木
、
19
日
木

昼
の
部　

正
午
～
午
後
１
時

夕
の
部　

午
後
４
時
～
５
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
講
師

野
村
證
券
㈱
青
森
支
店
社
員

※
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
す
る
商
品
な
ど

の
勧
誘
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
申
込
先　

野
村
證
券
㈱
青
森

支
店

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
４
１
１
１

＊
電
話
受
付
時
間
（
平
日
の
午

前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
10
分
）

《
横
浜
町
》

◎
『
横
浜
な
ま
こ
フ
ェ
ア
』

　

冬
の
風
物
詩「
横
浜
な
ま
こ
」

料
理
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
１
日
日
～
15
日
日

①
道
の
駅
よ
こ
は
ま
菜
の
花
プ

ラ
ザ

（
☎
０
１
７
５
（
78
）
６
６
８
７
）

②
ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ザ
・
サ
ン
シ

ャ
イ
ン

（
☎
０
１
７
５
（
78
）
２
０
８
０
）

《
十
和
田
市
》

◎
ア
ー
ツ
・
ト
ワ
ダ
・
ウ
ィ
ン

タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

後
５
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
む
つ
小
川
原
港
洋
上
風
力
開

発
㈱
（
北
日
本
海
事
興
業
㈱
）

☎
０
１
７
８
（
20
）
３
２
６
６

■
対
象
者　

在
職
者
で
「
建
築

大
工
」
を
受
験
す
る
人

■
定
員　

10
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
募
集
期
限

12
月
10
日
火　

午
後
５
時
ま
で

■
訓
練
期
間

平
成
26
年
１
月
９
日
木
～
16
日

木
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
５
日
間
）

午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料　

１
３
０
０
円

問
青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術
専

門
校
（
担
当　

佐
藤
・
杉
山
）（
む

つ
市
文
京
町
31
―
１
）

☎
０
１
７
５
（
24
）
１
２
３
４

　

幼
児
期
は
、
人
間
と
し
て
の

基
礎
部
分
を
培
う
大
事
な
時
期

で
す
。
幼
稚
園
は
「
子
ど
も
が

初
め
て
出
会
う
学
校
」で
あ
り
、

遊
び
を
通
し
て
人
間
性
を
豊
か

に
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
教

育
の
場
で
す
。

　

幼
稚
園
と
一
緒
に
手
を
携
え

あ
っ
て
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
人
数

◎
３
年
保
育　

満
３
歳
児
（
平

成
22
年
４
月
２
日
～
23
年
４
月

１
日
生
）

◎
２
年
保
育　

満
４
歳
時
（
21

年
４
月
２
日
～
22
年
４
月
１
日
生
）

◎
１
年
保
育　

満
５
歳
時
（
20

年
４
月
２
日
～
21
年
４
月
１
日
生
）

＊
入
園
案
内
お
よ
び
入
園
願
書
は

午
前
９
時
～
午
後
２
時
の
間
に
、

お悔やみ申し上げます
工藤　サナ　76才（第４雲雀平）

能登美津子　72 才（泊）

上野　榮作　64 才（泊）

橋本　イヨ　73 才（平沼）

平郡　いよ　100 才（平沼）

楢崎　ユキ　80 才（平沼）

髙田竹五郎　79 才（戸鎖）

遠田　邦夫　78 才（泊）

髙谷　廣見　78 才（平沼）

畑中　勝美　90 才（二又）

ご結婚おめでとう
才神　秋浩（五戸町）

島川久美子（笹崎）

田中　寿明（千歳平）

西村　梨沙（八戸市）

貝塚　高志（泊）

小泉　佳子（千歳平）

福田　卓也（青森市）

髙橋真友子（むつ市）

　

約
30
万
球
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

光
が
、
ア
ー
ト
広
場
を
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
包
み
ま
す
。

■
日
時　

12
月
４
日
水
～
25
日
水

午
後
４
時
30
分
～
午
後
10
時

■
場
所　

官
庁
街
通
り
ア
ー
ト

広
場
（
市
現
代
美
術
館
向
か
い
）

問
十
和
田
市
観
光
推
進
課

☎
０
１
７
６
（
51
）
６
７
７
２

《
お
い
ら
せ
町
》

◎
ト
キ
メ
キ
街
コ
ン
in
お
い
ら
せ

■
日
時　

12
月
７
日
土　

午
後

５
時
30
分
～

■
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

２
階
（
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

問
お
い
ら
せ
町　

総
務
課

☎
０
１
７
８
（
56
）
２
１
６
６

＊
立
食
形
式
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

で
、
20
～
40
歳
代
の
未
婚
者
が

参
加
で
き
ま
す
（
参
加
費　

男

性
五
千
円
、
女
性
三
千
円
）

Information Square
六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

む
つ
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

建
築
大
工
技
能
検
定
講

習
の
受
講
者
募
集

平
成
26
年
度
三
沢
基
地

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非

課
税
制
度
）
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園

園
児
を
募
集
し
ま
す

風
力
発
電
事
業
に
係
る

計
画
段
階
環
境
配
慮
書

縦
覧
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
、
人
権
お
よ
び

行
政
に
関
す
る
合
同
相

談
所
開
設
の
ご
案
内

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
２
０
１
３

借
金
・
家
計
の
無
料
相
談
会

◎今月から上十三・十和田
湖広域定住自立圏域内市町
村のイベント情報コーナー
を設けました。ぜひ皆さん

足を運んでみてください
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

第２次世界大戦末期、小野寺信は「ヤルタ
密約」を摑み、ソ連の日本参戦情報を打電
する。ユダヤ系諜報網から得た正確無比な
オノデラ電は、しかし日本の中枢の手で握
り潰された－。不世出の情報士官の戦果と
無念を完全スクープ！

独り暮らしの老人が殺された。遺体の第一発
見者である孫娘の梨乃は祖父の死後、庭から
消えた黄色い花のことが気にかかり、事件の
真相と花の謎解明に向けて動き出すが…。『歴
史街道』連載をもとに書き下ろしたもの。

古代から現代まで、日本の歴史上の人物 205
人を網羅したオールカラーの人物事典。調
べ学習や勉強に役立つ。見返しに「お札に
えがかれた歴史上の人物」を掲載。

どうしたら勉強する気になれるの？ 苦手科
目をどうしたらいい？ 就活のバイブル「面
接の達人」の著者が、受験生の 50 の悩みに
Ｑ＆Ａ形式でズバリ回答。やる気を高める
方法をアドバイスする。

夢幻花
東野 圭吾（著）

＜一般書＞

＊第 26 回柴田錬三郎賞

消えたヤルタ密約緊急電
―情報士官・小野寺信の孤
独な戦い

岡部 伸（著）
＜一般書＞

＊第 22 回山本七平賞

学研まんがＮＥＷ日本
の歴史
―別巻人物学習事典

大石 学（監修）
＜児童書＞

受験生すぐにできる 50
のこと
―You will reach the goal of 
a dream!（心の友だち）

　中谷　彰宏 （著）
＜ＹＡ＞

＊ＹＡ（ヤングアダルト）とは ･･･
『若い大人』である 10 代におすすめしたい本です

 村のスケジュール12 月

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日

2 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

３ 火

４ 水

５ 木

6 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

7 土

8 日

9 月 スワニー・図書館・郷土館休館日

10 火
ワッ歯ッ歯！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

11 水 森のくまさんおはなし会（3～6歳向け） 14：40 ～ 図 書 館

12 木
森のくまさんおはなし会（0～3歳向け） 10：30 ～ 図 書 館

マタニティ教室 10：00 ～ 12：00 保健相談センター

13 金
カンガルー教室（抱っこ法） ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

14 土

15 日

16 月
スワニー・図書館・郷土館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

17 火
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

18 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

19 木

１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳児健診にてブックスタート（健診対象者のみ） 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

20 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

21 土

22 日

23 月

24 火 スワニー・図書館・郷土館休館日

25 水

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金 スワニー・図書館・郷土館休館日（～１月４日）

28 土 スワニー・図書館・郷土館休館日（～１月４日）

29 日 スワニー・図書館・郷土館休館日（～１月４日）

30 月 スワニー・図書館・郷土館休館日（～１月４日）

31 火 スワニー・図書館・郷土館休館日（～１月４日）

年々産業まつりのサケつかみどりには外国人の参加者が増え、ちょっとした仮装で挑んだりする人も。水しぶきを上げながら逃げるサケを追う人た
ちは寒さなんのその、笑顔で大盛り上がり。色んな人たちがはしゃいでいる様子を見て、私まで楽しくなりました○初雪を迎えた 11 月も終わりこれ
から本格的な冬が。運転さえなければ…と思う日々です。気付けばもう師走。来年に向けてゆっくり１年を振り返るのもいいなと思います（能登）
●文化祭の図書館フェスティバルで、本の読み聞かせをしている生徒たちに会いました。彼らは、職業体験で図書館の業務の他に本の読み聞かせの
仕方を学んだそうです。学んだ成果を発表しようと、フェスティバルで子どもたちに読み聞かせの実演をしていました。読み聞かせだけでなく積極
的に絵本の紹介をする生徒もいました。職業体験は、体験するだけでなく、学んだことを今後どう活かすかが大事なのだと改めて気付きました（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報 12 月、❻写真
20 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③六ヶ所のお土産

7 時
05 ❶広報 12 月、❻写真、❽防災情報
30

ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報
8 時 00

9 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
45 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.12）

10 時

15 ❶広報 12 月、❻写真
35 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
50 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥六ヶ所村立郷土館

11 時
35 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
50 ❶広報 12 月、❻写真、❽防災情報

12 時 15 ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報

13 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤味めぐり～鍋～

14 時
15 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル
45 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
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00 ❶広報 12 月、❻写真
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　NEW ①六ヶ所のお土産２
50 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.12）
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20 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②六人～貝塚恵子～
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05 ❶広報 12 月、❻写真
25 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
40 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル
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10 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
25 ❶広報 12 月、❻写真、❽防災情報
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ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報
19 時 00
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00 ❶広報 12 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
45 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル

21 時
15 ❶広報 12 月、❻写真
35 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.12）

22 時

05 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④ふるさとの風景
50 ❶広報 12 月、❻写真

23 時

10 ❷まだ×２新米 52th（16 日～ 53th）
25 ❶広報 12 月、❻写真、❽防災情報
50

ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報０時
I
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　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、12 月は以下
の番組を放送しますので、ぜひご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることが
できます

■番組内容
❶広報ろっかしょ 12 月（前半・後半）
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予定）、
ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。

❷まだ×２新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目になっても″まだ新米カメラマン″が取
材・編集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　52th は、①青森県原子力防災訓練（11 月 23 日収
録）、②元プロ野球選手仁志敏久を迎え村スポーツ少
年団野球教室（11 月 24 日収録）、③泊漁港が活気づ
く！（11 月 23 日収録）を放送します。
　53th は、①クリスマスミニツリーワークショップ

（11 月 28 日収録）、②（仮称）総合医療福祉施設の
紹介（12 月収録予定）を放送します。
　※番組では一部内容を変更して放送する場合があります

❸ア・ラ・カルト BOX
　以下の番組から１番組（30 分）ずつ放送します。
　①もらってうれしい六ヶ所のお土産２
　②六人～貝塚恵子～
　③もらってうれしい六ヶ所のお土産
　④ふるさとの風景～秋・冬～
　⑤ろっかしょ味めぐり
　　～キバガレイ鍋・長いもすいとん鍋～
　⑥六ヶ所村立郷土館

❹まだ新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー
　（平成 24 年度制作　12 月前半・後半）

❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル（平成 16 年）

❻写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りしま
す。あなたの笑顔が映るかも！

❼青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。

❽防災お役立て情報！

問情報政策課　☎ 72―2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

12 月の番組表

NEW
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六ヶ所村には、国内でも有数の音響を誇るホールがある。
腕利きの演奏家たちが奏でる音色は、私たちに素晴らしい世界を魅せてくれる。
最高のものに触れ、心の旋律が聴こえたとき、
未だ見ぬ文化や芸術の世界への、扉が開かれる。

伝えたい、六ヶ所の風景。
最高の芸術が訪れる場所

1_ 文化交流プラザ・スワニーには、国内でも有数の音響効果を誇るホールが

あり、国内外の著名な音楽家や芸術家が訪れては、世界レベルの芸術を堪能

させてくれる。他では体験できない芸術に触れて感動したとき、新しい芸術

家の芽が育つ　2_ 村の中心に位置し、堂々としたその佇
たたず

まいは、尾駮沼に降

り立つ白鳥の優雅な姿を思わせる。ここで蒔かれた文化の芽は、やがて子ど

もたちに受け継がれ、天空に飛び立つ　3_ 世界的なピアニストの芸術と人間

性を身近で感じることができる（山上睦さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


